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全国学力・学習状況調査の分析を通してこれからの理科の授業づくりを考える
帝京大学教職大学院　矢野英明

１　今回の調査の特徴として
　前回（平成２４年４月）の調査と同様の理念と枠組みで問題が作成されており，ペーパーテストという制限され

た中で，子供の学力・学習状況を見極めようとする工夫がなされています。主として「知識」に関する問題では，

科学の基本的な見方や概念についての内容が着実に理解されているかをみています。また，主として「活用」に関

する問題では，断片的な知識や技能ではなく，実際の自然や日常生活などの関連で学習したことが活用されている

かという点をみています。日常の授業の質が問われていると思われます。

　具体的には，次のような特徴があります。

（1） 単一の内容だけで問うのではなく，複合した内容で構成し，確かな学習の成果をみています。
　1の問題では「振り子」の等時性に関する問題で始まりますが，４年の「金属の膨張」や５年の「電磁石」の内
容についても扱われており，学校全体の理科指導の充実が問われる問題になっています。

（2） 理科学習の基本的な器具や用具の名称やその扱い方の理解とともに技能の習得状況をみています。
　3の問題では，科学実験の基本的な測定器具の一つであるメスシリンダーの名称とその使い方，4の問題では方
位磁針の扱い方などを問うています。実際に観察・実験をしていないと答えられないものです。

（3） 関連づけて考えることを求めている。
　どの問題も単なる知識を問うのではなく，関連づけて考えさせるものです。例えば，4の問題では観察した時刻
や目印との位置関係などを関連させて考えなければ答えられないものです。

２　これからの授業づくりのポイントとして
　今回の学力・学習状況調査を見ていくと，これからの授業づくりのポイントが見えてきます。ここでは紙面の都

合で，次の４点に絞って提案します。

（1） 教師自身のカリキュラム・マネジメント力が求められます。
　各学校の理科全体を見渡せるマクロな視点をもつことが求められます。担当する学年の単元やその内容だけを意

識しながら授業づくりをするのではなく，理科のカリキュラム全体の構成の在り方や指導方法にも目を向けながら

授業づくりをしていくことが求められます。

（2） 科学的な見方や概念の系統を意識して授業づくりをすることが求められます。
　単一の単元や担当する学年だけでなく，各学年や中学校の基本的な見方や概念の系統などを十分に意識した授業

づくりをすることが求められます。

（3） 学習内容と日常生活との関連を意識した授業づくりをすることが求められます。
　学んだことを日常生活の関連で考えることができるように授業づくりをすることが求められます。実際の自然や

生活場面と関連することで学びの深まりや広がりが期待できるのです。

（4） 丁寧な問題解決の活動で構成された授業づくりをすることが求められます。
　これまでも理科で大切にしてきた『子供が自ら問題を見いだし，主体的に取り組む問題解決の活動』をこれから

も大事にしたいものです。自らの仮説（見通し）を科学的（実証性・再現性・客観性）な手続きで検証（観察・実

験）していく営みを丁寧に行うことで，データの分析・解釈も確かな技能の習得も可能になります。
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1-1 2　振り子の運動の規則性
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の区分・内容 枠組み 評価の
観点

問題
形式

1 1
振り子が 1往復する時間を変える要
因を調べるため適切に条件を変えた
振り子を選ぶ

振り子時計の調整の仕方を調べるた
めの実験について，条件を制御しな
がら構想できる

エネルギー 活用 思・表 選択

◎教科書との関連（５年「ふりこのきまり」）
・p.124-126　振り子が 1往復する時間を変える条件
を調べる実験において，変える条件と同じにする条
件を示し，結果も記述しています。

・プラス p.44　冬になると振り子時計の針が進んでし
まう原因を確かめる実験において，変える条件と同
じにする条件を問う出題があります。

◎誤答の例と指導のポイント
・「選択肢 1」と「選択肢 4」など，2つの条件を変え
たものを選びがちです。

    ある事象の要因を確かめる実験では，変える
条件を 1つだけにしてそれ以外の条件をそろえる必
要があることを理解できるようにします。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の区分・内容 枠組み 評価の

観点
問題
形式

1 2
振り子時計の進み方を調整する内容
を選ぶ

振り子の運動の規則性を振り子時計
の調整の仕方に適用できる エネルギー 活用 思・表 選択

◎教科書との関連（５年「ふりこのきまり」）
・p.126　振り子が 1往復する時間は，振り子の長さによって変わり，振れ幅やおもりの重さを変えても変わらな
いことを，考察で記述してあります。

・p.128　振り子時計と関連づけて，振り子の長さと 1往復する時間の関係を説明しています。
・プラス p.44　振り子時計の針が進んでしまう原因と関連の深い条件を選ばせる出題があります。

▼ 5 年 p.125

▼ 5 年 p.126 ▼プラス p.44
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1-3　金属の温度による体積変化
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の区分・内容 枠組み 評価の
観点

問題
形式

1 3
振り子時計の軸に用いる適切な金属
を選び，選んだわけを書く

熱膨張が小さい金属について，グラ
フを基に考察して分析した内容を記
述できる

物質
エネルギー 活用 思・表 記述

◎教科書との関連（４年「ものの温度と体積」）
・p.118　金属の温度と体積の関係を説明しています。
・p.183　「算数のまど」で，折れ線グラフの読み取り
方を説明しています。

◎教科書との関連（５年「ふりこのきまり」）
・p.126　振り子が 1往復する時間は，振り子の長さ
によって変わることを，考察で記述してあります。

・プラス p.44　冬になると振り子時計の針が進んでし
まう原因を 4年「ものの温度と体積」と結びつけて
説明させる出題があります。

    同じ温度での各金属の長さを比較させて，グラフの傾きと変化の大きさの関係に注目できるようにします。

1-4 5　電流の働き
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の区分・内容 枠組み 評価の
観点

問題
形式

1
4

電磁石と磁石が退け合うようにする
ための極の組み合わせを選ぶ

電磁石と磁石の同極が退け合う性質
を振り子が左右に等しく振れる仕組
みに適用できる

エネルギー 活用 思・表 選択

5

電磁石の働きを利用した振り子が左
右に等しく振れる導線の巻き方や乾
電池のつなぎ方について，当てはま
るものを選ぶ

電磁石の働きを利用した振り子につ
いて，試行した結果を基に自分の考
えを改善できる

エネルギー 活用 思・表 選択

◎教科書との関連（４年「電気のはたらき」）
・p.33　乾電池の直列つなぎの特徴を説明し，さまざまな直列つなぎの方法を示しています。

◎教科書との関連（５年「電磁石のはたらき」）
・p.160　「電磁石の強さ」の実験で，実験を行うときの注意点などを具体的に示しています。
・p.164　電流が強いほど，またコイルの巻き数が多いほど電磁石の力が強くなることを，考察で記述しています。

▼ 4 年 p.183

▼ 4 年 p.33 ▼ 5 年 p.160

▼ 5 年 p.164
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2-1　メダカの雌雄を見分ける
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の区分・内容 枠組み 評価の
観点

問題
形式

2 1
メダカのめすとおすを見分けるため
の観察する部分を選ぶ

メダカの雌雄を見分ける方法を理解
している 生命 知識 知・理 選択

◎教科書との関連（５年「メダカのたんじょう」）
・p.32　メダカのめすとおすの見分け方を，図を使って説明しています。
・p.41　単元末「まとめよう」にも，メダカのめすとおすの見分け方が， 
イラストで掲載してあります。

・p.42　単元末「力だめし」で，メダカの雌雄に関する問題を掲載しています。

2-2　養分摂取
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の区分・内容 枠組み 評価の
観点

問題
形式

2 2
生物の成長に必要な養分のとり方に
ついて，仲間分けした観点を選ぶ

生物の成長に必要な養分のとり方に
ついて，調べた結果を視点をもって
考察して分析できる

生命 活用 思・表 選択

◎教科書との関連（５年「植物の発芽と成長」「メダカのたんじょう」「ヒトのたんじょう」）
・p.20　種子の中のでんぷんが発芽や成長のための
養分として使われることを，実験の結果とともに
掲載しています。

・p.37　「思い出してみよう！」で，インゲンマメの
種子についての記述があります。「メダカは，た
んじょうしてから 2～3日は，はらの養分を使っ
て育つよ」というセリフがあります。

・p.50　ヒトの養分のとり方を記述しています。ま
た，「メダカと比べて，似ているところとちがう
ところは何かな。」というセリフがあります。

    メダカやヒト，インゲンマメの養分のとり
方の差異点や共通点を捉えられるようにします。

5 年 p.32 ▶

▼ 5 年 p.20

▼ 5 年 p.37 ▼ 5 年 p.50
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2-3 4　顕微鏡の名称と操作
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の区分・内容 枠組み 評価の
観点

問題
形式

2
3

示された器具（顕微鏡）の名称を書
く 顕微鏡の名称を理解している 生命 知識 技能 短答

4 顕微鏡の適切な操作方法を選ぶ 顕微鏡の適切な操作方法を身に付け
ている 生命 知識 技能 選択

◎教科書との関連（５年「メダカのたんじょう」）
・p.34-35　顕微鏡の使い方を写真とともに掲載しています。
    実際の観察器具を用いて具体的な操作法を示し，教科書を用いて適切な操作を理解するようにします。

2-5　植物の成長と条件
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の区分・内容 枠組み 評価の
観点

問題
形式

2 5
インゲンマメとヒマワリの成長の様
子や日光の当たり方から，適した栽
培場所を選び，選んだわけを書く

植物の適した栽培場所について，成
長の様子と日光の当たり方を適用し
て，その内容を記述できる

生命
地球 活用 思・表 記述

◎教科書との関連（３年「かげのでき方と太陽の光」）
・p.90　日光でできるかげは，西から北へそして東へと動くことを，図とともに記載しています。

◎教科書との関連（５年「植物の発芽と成長」）
・p.24　植物の成長に必要な条件を考察で記述しています。

▼ 5 年 p.34ー35

▼ 5 年 p.24

◀ 3 年 p.90
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3-1　水の三態変化
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の区分・内容 枠組み 評価の
観点

問題
形式

3 1
水蒸気の状態の説明として当てはま
るものを選ぶ

水蒸気は水が気体になったものであ
ることを理解している 物質 知識 知・理 選択

◎教科書との関連（４年「水のすがた」）
・p.151　「湯気」と「水じょう気」を太字で扱い，図を使ってその違いを詳しく説明しています。
・p.158　単元末「たしかめよう」に，水の状態変化に関する用語を問う問題があります。

◎誤答の例と指導のポイント
・「液体にすがたを変えて，目に見えなくなったもの（選択肢 2）」と考えがちです。
    液体で目に見える湯気と気体で目に見えない水蒸気の違いを，実際に観察した事実や状況と関連づけて捉
えられるようにしましょう。

3-2 3　水の温まり方
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の区分・内容 枠組み 評価の
観点

問題
形式

3
2

水の温まり方の予想を基に，温度計
が示す温度が高くなる順番を選ぶ

予想が一致した場合に得られる結果
を見通して実験を構想できる 物質 活用 思・表 選択

3
水の温まり方について，実験結果か
ら考え直した内容を選ぶ

水の温まり方を考察するために，実
験結果を基に自分の考えを改善でき
る

物質 活用 思・表 選択

◎教科書との関連（４年「もののあたたまり方」）
・p.138　水の温まり方を，図とともに記述しています。
・p.142　単元末「たしかめよう」に，水の温まり方を作図する問題があります。
    他の人の考えを理解し，実験の結果からより妥当な考えに改善できるようにします。

▼ 4 年 p.158

◀ 4 年 p.151

▼ 4 年 p.138 ▼ 4 年 p.142
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3-4 5　メスシリンダーの名称とその扱い方
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の区分・内容 枠組み 評価の
観点

問題
形式

3
4

示された器具（メスシリンダー）の
名称を書く

メスシリンダーの名称を理解してい
る 物質 知識 技能 短答

5
メスシリンダーで一定量の水をはか
り取る適切な扱い方を選ぶ

メスシリンダーで一定量の水をはか
り取る適切な扱い方を身に付けてい
る

物質 知識 技能 選択

◎教科書との関連（５年「もののとけ方」）
・p.140　メスシリンダーの使い方を写真とともに説明しています。
・p.150　単元末「たしかめよう」にメスシリンダーの目盛りの読み方に関する問題があります。
    誤った使い方とその問題点を具体的に示し，操作の合理的な手順やその意味を説明できるようにします。

3-6　物の溶け方の規則性
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の区分・内容 枠組み 評価の
観点

問題
形式

3 6

水の温度と砂糖が水に溶ける量との
関係のグラフから，水の温度が下
がったときに出てくる砂糖の量を選
び，選んだわけを書く

析出する砂糖の量について分析する
ために，グラフを基に考察し，その
内容を記述できる

物質 活用 思・表 記述

◎教科書との関連（５年「もののとけ方」）
・p.148　「とかしたものを取り出すには」の実験の考察で，温度を下げたときに出てくる粒の量を，棒グラフを使っ
て示しています。

・p.150　単元末「力だめし」で，ミョウバンを例に，水溶液の温度を下げたときに出てくる粒の量を求める問題
があります。

▼ 5 年 p.140 ▼ 5 年 p.150

▼ 5 年 p.150

◀ 5 年 p.148
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4-1　方位
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の区分・内容 枠組み 評価の
観点

問題
形式

4 1
方位についての情報から，観察して
いる方位を選ぶ

方位を判断するために，観察した事
実と関連付けながら情報を考察して
分析できる

地球 活用 思・表 選択

◎教科書との関連（４年「月や星」）
・p.61　方位磁針を使って月の方位を調べる方法を
掲載しています。

    東西南北の位置関係と方位が 90°ずつ区切
られていることから情報を考察・分析して，観察
している方位を考えます。

4-2　月の見え方
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の区分・内容 枠組み 評価の
観点

問題
形式

4 2 夕方にみられる月の形と場所を選ぶ
月は 1日のうち時刻によって形は変
わらないが，位置が変わることを理
解している

地球 知識 知・理 選択

◎教科書との関連（４年「月や星」）
・p.62　半月と満月の動きを観察したときの記録
カードの例を掲載しています。

・p.63　半月や満月の動きを図で表し，月は形が
違っても東のほうから西へと同じように動いてい
ることを記述しています。

・p.69　単元末「たしかめよう」に半月の動きに関
する問題があります。

    時刻ごとの月の方位や高さ，見える形を観
察し，月の動きと時間の経過を関連づけて捉えら
れるようにします。

▼ 4 年 p.61

▼ 4 年 p.63

▼ 4 年 p.62

▼ 4 年 p.69
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4-3 4　星の動き方
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の区分・内容 枠組み 評価の
観点

問題
形式

4
3

星座の動きを捉えるために必要な記
載事項を選ぶ

星座の動きを捉えるための適切な記
録方法を身に付けている 地球 知識 技能 選択

4 観察した星座や雲の動きを選ぶ 星座や雲の動きについて，観察記録
を基に考察して分析できる 地球 活用 思・表 選択

◎教科書との関連（４年「月や星」）
・p.60　「半月と満月の動き」の観察での手順で，「建
物などを目印にして」という記述があります。

・p.66　「星の位置やならび方」の観察の結果で，1
枚の記録カードに 2回分の観察の記録を記入する
ことで，星の動きをわかりやすく説明しています。

4-5 6　蒸発
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の区分・内容 枠組み 評価の
観点

問題
形式

4
5

水が水蒸気になる現象について，そ
の名称を書く

水が水蒸気になる現象について，科
学的な言葉や概念を理解している 地球 知識 知・理 短答

6
地面に水をまいたときの地面の様子
と温度変化について，実験結果から
言えることを選ぶ

打ち水の効果について，グラフを基
に地面の様子と気温の変化を関係付
けながら考察して分析できる

地球 活用 思・表 選択

◎教科書との関連（４年「水のゆくえ」）
・p.164　水は熱しなくても水蒸気に変わることを記載しています。
・p.169　単元末「まとめよう」で空気中の水蒸気についてまとめてあります。
・p.183　「算数のまど」で，折れ線グラフの読み取り方を説明しています。

◎誤答の例と指導のポイント
・⑹は，水をまいた直後の気温の変化のみに着目して，「水をまくと，気温は下がり続ける（選択肢 1）」と考えがちです。
    観察結果や実験結果などをまとめたグラフから証拠に基づいて考察することは，データを分析し，その意
味の解釈を行う上で重要です。

▼ 4 年 p.60

▼ 4 年 p.66

▼ 4 年 p.164 ▼ 4 年 p.169
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